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患者への
可視化は



１．GS1バーコードでの取り揃え認証システムを活用することで、
「医薬品間違え」、「規格間違え」は回避できる
限界点：「数量間違え」は重量鑑査システム等別システムと連携
することで「取り揃え」での間違えが０件にすることが可能
２．「データ照合」として情報の入力はされているものの、「データ
収集」として照合履歴を「データ分析評価」に用いることができて
いない。



本研究過程で、照合「成功」「失敗」、いつだれがどの医薬品をどのよう
に取り揃えたかを汎用性高いデータベースを開発


